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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 関連する法規制等を遵守します。

２ ． 資源・エネルギーの削減に努めます。

３ ． 廃棄物の削減に努めます。

４ ． 水使用量の削減に努めます。

５ ． 環境にやさしいエコドライブに努めます。

６ ． 社会貢献活動に努めます。      

７ ． 環境に配慮した営業活動に努めます。

　　　この環境経営方針を、全従業員に周知いたします。

弊社は堺市におきまして、一般廃棄物収集運搬業を通じて、地域社会における環境保全に
取り組んでまいりました。昨今の地球環境の悪化が問題になっている中で
弊社は事業内容を通じて従業員一丸となって環境保全活動に継続的に改善に取り組んでま
いります。

駒井　謙軌

2022年4月1日

環境経営方針

代表取締役社長

制定日： 2007年11月1日

改定日：
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

あさひ株式会社
代表取締役社長　　駒井 謙軌

（２） 所在地
本　　　社 大阪府堺市中区深井水池町3216番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 環境管理責任者寺内　利彦 TEL：072-275-6390

環境委員会 寺内　利彦

（４） 事業内容
一般廃棄物収集運搬業

（５） 事業の規模
法人設立 1985年10/1
資本金 万円

名
㎡

ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

6ｔパッカー車 台
2ｔパッカー車 台
2ｔダンプカー 台
3ｔパッカー車 台
軽自動車 台

合計 台主要設備
□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： あさひ株式会社
対象事業所： 本社

対象外： ○○支店 201*年に拡大予定
活動： 一般廃棄物収集運搬業

□事業の紹介

①　一般廃棄物収集運搬業（堺市）
②　一般廃棄物収集運搬業許可（堺市）
③　産業廃棄物収集運搬業(大阪府） （但し、実績は無）

延べ床面積　　　 2035

1000
本社

従業員　　　　　 29

2023年4月1日

受託した一般廃棄物の処理量
収集運搬量 21,475

0

中間処理後の産廃の処分量 0

中間処理量 0
最終処分量 0

0

2
24

車種 台数 備　　考
6

2
10

4
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

（認証登録範囲） 代表者

環境管理 責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

駒井謙軌

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

環境事務局

環境委員会

2023年4月1日

寺内利彦

社長 駒井謙軌

寺内利彦

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境管理責任者

・環境経営レポートの確認

・環境経営に関する統括責任

環境委員会

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
部門長

車両部 営業部収集運搬部

門
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□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ

ラ

ス

・

コ

ン

ク

リ
ー

ト

・

陶

器

く

ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン

トン

トン

枚
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の2017年度の調整後の係数　
※化学物質の使用はなし。

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

ー
〇

〇

大阪府 第　2700101663号 令和5年7月18日 令和10年7月17日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日 備　　　考

堺市 第88号 令和5年7月1日 令和7年6月30日

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

1,199
基準年度比

0.418

（基準年) （目標） （実績） （目標）
評
価

基準値 2022年 2023年

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 12,923 12,277 11,941 12,148 12,018
基準年度比 2009年 95% 92% 94% 93%

96% 95%
自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 396,147 384,262 346,346 380,301 376,339

2009年 92% 74% 90%
水道水の削減 ㎥ 1,362 1,253 1,007 1,226

環境に配慮した収集運
搬

行動目標（次項による）

92% 91%

2024年
（目標）

88%

388,358
30,717

項　目 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 341,515 331,399 358,287

受託収集運搬量 22,257 20,374 21,475

受託中間処理量 0 0 0

受託最終処分量 0 0 0

廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量 19,545 14,446 27,853

30,383
基準年度比 2013年 93% 83%

上記二酸化炭素排出量合計kg-CO2 409,070 396,539 358,287 392,448

一般廃棄物の削減
枚 33,388 31,051 27,853

基準年度比 2009年 97% 87%

　産業廃棄物排出量 0 0 0

水使用量 790 1,022 1,007
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2009年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2009年

2022年

取組紹介欄

2009年

2022年

数値目標 ○ 昨年度の目標に対する実績より未達成月が目立つが何とか達成
する事が出来た。次年度は目標を達成する為に、節電に対する
個々の意識を高め、一丸となって節電に取り組む必要がある。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

・エアコンフィルターの定期清掃 △
・スイッチ付き電源タップを取り付け、待機電力を削減 ○

10,881 10,677

30 89 54 90 80

13,075

355 438 500

4月 5月 6月 7月 8月

2月1月12月11月10月9月8月7月

○

達成状況

2,360 4,038

効率よく収集することで燃費の目標は何とか達成できた。次年度
もエコドライブを意識し目標達成げたい。継続的に取り組む事を
指示した。

2,709
2,150 2,921 3,233

3,576 2,676 2,4412,071 2,732

取組結果とその評価、次年度の取組内容

13,101
15,693 12,205 11,711

10,693 12,667

1,571 1,1951,586

・アイドリングストップ

2,193 1,923

数値目標 〇

6月
2,199

1,741
2,7182,068 1,800 2,768 3,158

374 391

12,510

5月4月

○
0

13,091 12,426 12,620 13,848

4月 5月 6月 7月 8月

3,656

3月

・効率的なルートで回収

27 52 26 95

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
369 333 387
23

9,307 8,934 11,098
12,219 11,014 11,938

402 413 413 455
78 25

9月 10月 11月 12月

11,369 10,554 10,538 10,674

2月 3月1月

0

2,000

4,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2009年 2022年

0

200

400

600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガソリン（L)
2009年 2022年

0

5,000

10,000

15,000

20,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

軽油（L) 2009年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2013年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2009年

2022年

環境に配慮した収集運搬

○

達成状況

数値目標 〇
・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・節水弁取り付け

4月 5月 6月 7月 8月 9月

達成状況

数値目標
・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

1,512 1,244 1,294 1,188 2,286
1,263 1,009 1,178 1,061 1,560

・作業開始前の車両点検 ○ 燃料使用量削減対策として効率の良いルート回収に取り組む事
により、結果として環境に配慮した収集運搬になり効果がえられ
た。次年度も目標達成を目指す。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・積み残しの削減 ○
・車両の清掃 ○

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項 ○

〇
取組結果とその評価、次年度の取組内容

2,240 5,580

10月 11月 12月
1,425 1,286 1,369 2,168 10,797
1,198 1,108 1,127 1,336

ペーパーレスに取組み、目標も達成できている。次年度も継続的
に達成手段への取り組む。

2月

1,135 7,684

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0 207 0 282

水使用量は具体策が限られる中、今年度も従業員一丸となり、削
減対策に取組み達成出来た。次年度も目標達成を目指す。

9月 10月 11月 12月 3月

9,193

2月 3月

0 1550 161 0 174 0 193
196

4月 5月
205

8月
00 233 0

6月 7月

1月

0 239
1月

0 170 0 154

0

100

200

300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2009年 2022年

0

5,000

10,000

15,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（枚） 2013年 2022年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

大阪府条例（流入車規制）

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子
作業中に火災事故が起こったことを想定し、

これの対応手順のテストと関係者の訓練を事務所１階にて行う。　　　　　
「火災発生対応手順書」に基づき、再発防止の手順のテストを従業員で実施しました。
・収集作業中にホッパー内からの煙の発生を発見
・臨時ゴミを収集中にホッパー内から出火
・収集時前に現場で出来る事　

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直す
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

今年度の活動においては、水道使用量、二酸化炭素排出量、電力使用量の目標は達成できましが、7月より新社屋に移行
し、設備や施設の規模変更に伴い、電力の使用量においては来年度の課題となりました。
省エネ機材などを導入しましたが、電力による二酸化炭素削減の項目において、新たな施設でのデータを集計し、目標設定
を見直す必要がある。
会議書類等の電子化も推進出来ており、社内で排出する廃棄物をリサイクルする取り組みを行う事により社内全体での意識
改革も進んでいる。
令和6年度より堺市では事業者様の紙類の排出ルールが変わり、リサイクル可能な古紙をゴミとして排出する事が禁止になり
ます。廃棄物の資源化に取り組む事により、社内全体で廃棄物削減とリサイクルに対する意識と知識を更に向上する事が期
待できる。

2023年5月10日

顧客要求事項

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

消火器の管理

廃棄物処理法 一般廃棄物収集運搬業

全社員：近藤、西尾、三浦、上野、出
口、平中、泉、稲葉、臼坂、吉川、中
谷、辻裕、有水、寺内、吉井、古澤、武
田、川口、八木

2022年04月8日　　午後2時～4時

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

家庭用空調機

収集運搬車
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